第2回次世代スマートヘルススタートアップ創出事業に係る
公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会　議事要旨

１．日時及び場所
日時：令和6年9月12日（木曜日）10時30分から17時30分
場所：大阪府咲洲庁舎3４階　スマートシティ戦略部内会議室

２．審査方法
　　　　あらかじめ定められた審査基準（公募要領に記載）に基づき、2名の選定委員会委員が企画提案公募参加資格の審査を行い、資格適合者について、プレゼンテーション審査を行った上で、100点満点で総合評価を行った。最終的に選定委員の合議で評価し、評価点数の合計が基準点を上回る最高得点の提案者を最優秀提案事業者として選定した。

３．審査結果の概要
   （１）最優秀提案事業者
Osaka Smart Health Alliance
（大阪商工会議所、株式会社日本総合研究所、株式会社電通）
　　（２）提案事業者　４者（申込順）
・フューチャー・AZSA・JCS・PREMO共同企業体
（フューチャー株式会社、有限責任あずさ監査法人、日本コンベンションサービス株式会社、
プレモパートナー株式会社）
[bookmark: _Hlk177054549]・Osaka Smart Health Alliance
（大阪商工会議所、株式会社日本総合研究所、株式会社電通）
・株式会社pragmateches
・PwCコンサルティング合同会社

（３）提案事業者の評価点（得点順）
	順位
	総合評価点
（100点満点）
	企画提案部分
（85点満点）
	価格等提案部分
（15点満点）
	提案金額
（税込）

	1
	78 点
	69点
	９ 点
	159,976,343 円

	2
	63 点
	53点
	10 点
	154,000,000 円

	3
	60 点
	51点
	９ 点
	158,333,668 円

	4
	32 点
	23 点
	９ 点
	158,846,864 円


　　　

 

４．最優秀提案事業者の選定理由等
・全般的に、実績・体制と専門性に裏打ちされた優れた提案であることに加え、多岐にわたる独自提案がなされていることや、最優秀提案者が独自に展開する自主事業との連携について提案がなされている点が高く評価できる。
・事業の推進に際しては、発注者との円滑なコミュニケーションと合意形成を図ること。併せて、ラウンドテーブルへの積極的コミットメントと参画機関等との連携を強化することにより、その効果を最大限発揮させ、本事業の目的である大阪における次世代スマートヘルス分野のスタートアップ・エコシステムの確立に係る提案を実現すること。
５．事業者選定委員会委員（敬称略・50音順）
	所属・職名等
	氏　　名
	選定理由

	公益社団法人関西経済連合会 常務理事 産業部長
	久米 一郎
	豊富なビジネス経験と知識から、スタートアップ支援方策に精通しており、これら観点から、より有効な提案を審査いただくため。

	大阪大学共創機構 
特任教授
	坂田 恒昭
	医学博士であるとともに大学、産業界におけるオープンイノベーション推進に係る豊富な知識と経験から、スタートアップ支援方策に精通しており、これらの観点から、より有効な提案を審査いただくため。

	公認会計士
	中礒 亜由美
	会計の専門家として、会計的な観点から事業実現可能性等が確保されるか等、公平・公正に審査いただくため。



